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WiSLarラットの左冠動脈前下行枝の近{-q付近を結紫した心筋梗塞ラット CMIrats : n =8) と対照群とし








modified Simpson法による左室駆出率は有意に低下していた CMI.36:t 1 % vcrsus Controls， 60士






を作成した 5週間後のラット lこ心エコー・ドブラ法にてrnodifiedSim pson法を含めた収縮能と僧帽弁Uに
おける左主流人波計測による拡張能を凶l行動態と併せて評価した。
雄のWistarラットを定冠動脈前下付枝の近付付近を結索しわ心筋梗事ラット (MJrats;n=8)と開胸







5週間後， MI ratsにて左室拡張末期径，左室収縮末期径とも有意に高値であった。またMIrat~ にて
E波IA波の増加， E波減速率の増加が有，患に見られ，拡張能の低下を認めた。また左室内径短縮率，tr.室流
出路の血流速などの収縮能の指標と同様に)AIratslこてmodifiedSimpson法による左宅駆出率は有患に低
トー していた (MI.36:t 4 % versus Controls， 60土 2% ; p<O.OJ)。また平均大動脈圧は:vnratsで・有意
に低値であり左寧拡張末期圧と中心静脈庄は有意に高値であった。
心筋梗塞後ラットにおいて.心エコー・ドプラ法にて左室拡張能のみならず心尖部アプローチにてmodi-
fied Simpson法を用いる事により克室収縮能の評価が可能と考えられ.今後この領域の研究に寄与する点
は少なくないと考えられる。よって.本研究者は，博寸て(~学)の学{立を授与されるに備するものと認め
られた。
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